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現在，都心のピルでは，窓ガラスの清掃は月1回契約 ‘' "'f.l 
のと乙ろが8...91射であるが，窓ガラスの汚れの実態を 1125図 泉大津西菌付着陸後 (4ヶ月)
( 64 ) 
石堂{也:窓ガラスの汚れについて -141-
知り，消婦弘司島が確立すれば，適当な清裕周期が得られ，
心理的にも管.P.J!.，経済的にも役立つものと考える。
Q後lC今回測定したガラスの汚れの顕微鏡写真を数例
示しておく。 (全てみがきガラス面上に付着したもの)
総括
乙れまで，ガラスの汚れは光の透過E鮮の減少によって
のみ測定され， 付着m~長の重量によるガラスの汚れの定
量化はなされていなく，また， 波長別による透過率の厳~
定もなされていなかった。本研究では簡単な方法ではあ
るが，付岩盤咲の盤盈の実態とその進行Ii'.を笠置の測定
によって検射した。また，分光透過率をも測定した。
次lζ，ガラスの汚れの程度は，単純に空気の清濁， 即
ち浮倣rm挨量のみで判断され，方位による差はないもの
とされていたが川泉大津の西耐と北面の間K見られる
械に，同一地点でも方位による汚れの差迩は無筏できな
い。乙の愛巡の原因としては，風速，風!旬頒度，その他
郡:者の妥J~がからみあうと玉ぢえられるが本報告では考察
できなかった。
また，ガラスの製法上の相違による.表面の汚れの差
i!eの検討を試みたが，フロートガラス，みがきガラス，
ふつうガラスの間ICは，すりガラスや型仮ガラスにみら
れる程』ζ，表面の凸聞に差逃がないためか，乙の点につ
いての明らかな釜途は見られなかった。次IC.浮激1!!挨
は建物の表面と気温との問の温度勾配iζ比例して，温度
の高い方から低い方へ流動し，鐙物の表面iζ鐙撲が付着
する乙とが知られている2'。乙の点lζ関し，駁熱ガラス
(ブルーペーン)とその他のガラスとの聞に汚れの差逃
があるものかを検討したがしたが，庇をとりつけガラス
{日)
面への日射が殆んどなかったため，ガラスの表面温度が
ほぼ気温lζ近い状態で，~逮を明らかにできなかった。
乙の温度勾配による塵淡の付着は，特IC冷暖房をしてい
る時は無視できず，今後，ますます住宅等でも冷暖房さ
れる ζとが多くなるため，との温度勾配とガラス函の汚
れを明らかにする必要があると考える。
又庇の有無，即ち雨による影響は，透過率からは好ま
しくない乙とから，透筏，透光という性賃上，庇をつけ
て汚れにくくする乙とがよいと考えられる。
結語
本;報告はガラスの汚れの実態についてであり，汚れの
原因となる大気汚染度と気象条件等との関速については
次の機会に報告する予定である。
終りに当り，本研究の測定lC御協力議いた大阪市立衛生
研究所，泉大津保健所，狭山保健所の方々，また獄料ガ
ラスをi是供して餓いた日本板硝子K.K.IC深く感謝の怠
を表します。
なお，本報告は昭和42年度文部省科学研究助成金の緩
助によったものである。
また，本研究のー認は昭和43年5月，日本建築学会近
畿支怒研究報告会，昭和必年10月，日本建築学会広島大
会において発表した。
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